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  （百万円未満切捨て）

１．2019年12月期の連結業績（2019年１月１日～2019年12月31日） 
（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 
2019年12月期 124,944 34.0 389 － △7,941 － △5,191 － 

2018年12月期 93,267 － △17,972 － 67,232 － 161,168 － 
 
（注）包括利益 2019年12月期 6,075 百万円 （△95.8％）   2018年12月期 144,581 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

自己資本 
当期純利益率 

総資産 
経常利益率 

売上高 
営業利益率 

  円 銭 円 銭 ％ ％ ％ 
2019年12月期 △66.18 － △1.4 △1.5 0.3 
2018年12月期 2,037.75 2,035.02 53.2 12.8 △19.3 

 
（参考）持分法投資損益 2019年12月期 1,650 百万円   2018年12月期 2,795 百万円 
（注）1.当社は2017年12月期に決算期(事業年度の末日)を３月31日から12月31日に変更しており、2017年12月期と比較

対象となる期間が異なることから、2018年12月期の対前期増減率につきましては記載しておりません。 
   2.2019年12月期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益につきましては、潜在株式は存在するものの１株当たり

当期純損失であるため記載しておりません。 
（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 
2019年12月期 573,238 371,834 64.9 4,756.13 
2018年12月期 510,677 375,063 73.4 4,746.18 

 
（参考）自己資本 2019年12月期 371,766 百万円   2018年12月期 374,987 百万円 
 
（３）連結キャッシュ・フローの状況 

 
営業活動による 

キャッシュ・フロー 
投資活動による 

キャッシュ・フロー 
財務活動による 

キャッシュ・フロー 
現金及び現金同等物 

期末残高 
  百万円 百万円 百万円 百万円 
2019年12月期 29,468 △28,897 △8,863 38,226 
2018年12月期 15,280 154,849 △163,173 45,870 

 
２．配当の状況 

  
年間配当金 配当金総額 

(合計) 
配当性向 
（連結） 

純資産配当
率（連結） 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％ 
2018年12月期 － 0.00 － 50.00 50.00 3,950 2.5 1.3 
2019年12月期 － 50.00 － 0.00 50.00 3,916 － 1.1 
2020年12月期（予想） － － － － －   －   
（注）2020年12月期（予想）における配当予想額は未定としております。 
 
３．2020年12月期の連結業績予想（2020年１月１日～2020年12月31日） 
  （％表示は、対前期増減率)
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 190,000 52.1 28,500 - 33,000 - 32,000 - 409.39 

遊技機事業においては、遊技機の改正規則及び自主規制に対応した遊技機の市場投入と開発を積極的に進めている
中、2020年12月期の遊技機事業として、パチスロ機10機種以上、パチンコ機６機種以上の販売を計画しております。その
ような状況の下、当社の人気機種の『SLOTバジリスク～甲賀忍法帖～絆２』や『沖ドキ！２-30』等を販売してまいりま



す。一方、統合型リゾート（IR）事業は、コーラルウイング（タワーB）は完成間近であり、完成すると利用可能な客室
数がエンターテインメントシティ内の最大の993室となり、統合型リゾート（IR）事業が引き続き成長し、業績のさらな
る成長が見込まれます。 

しかしながら、当社グループが現在抱えている係争事案及びその関連費用は、その係争事案が当社有利の判決を受け
ながらも依然として継続しており、そのことから当社グループは、係争関連費用の負担と共にその係争事案の影響を受
け、多額の金融費用（高金利、資金調達時のコスト）の負担を受けております。当該金融費用は2020年12月期に改善施策
を行うものの、現時点では、上記の連結業績予想はその改善施策の効果を見込んでおりません。 

なお、2020年12月期の連結業績予想については、合わせて３ページの今後の見通しを参照下さい。 

 

 

※  注記事項 

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 
新規－ 社、除外－社 
 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 
①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：有 
②  ①以外の会計方針の変更              ：無 
③  会計上の見積りの変更                ：無 
④  修正再表示                          ：無 
 

 
（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2019年12月期 80,195,000 株 2018年12月期 80,195,000 株 

②  期末自己株式数 2019年12月期 2,029,172 株 2018年12月期 1,186,716 株 

③  期中平均株式数 2019年12月期 78,437,309 株 2018年12月期 79,091,471 株 

 
 
（参考）個別業績の概要 
１．2019年12月期の個別業績（2019年１月１日～2019年12月31日） 

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率） 
 
  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2019年12月期 54,812 22.9 1,457 － △6,754 － △6,799 － 

2018年12月期 44,602 － △10,848 － 224,360 － 208,794 － 

 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

  円 銭 円 銭 
2019年12月期 △86.68 － 
2018年12月期 2,639.91 2,636.38 

（注）1.当社は2017年12月期に決算期(事業年度の末日)を３月31日から12月31日に変更しており、2017年12月期と比較
対象期間が異なることから、2018年12月期の対前期増減率につきましては、記載しておりません。 
2.2019年12月期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益につきましては、潜在株式は存在するものの１株当たり
純損失であるため記載しておりません。 

 
（２）個別財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 
2019年12月期 458,554 361,212 78.8 4,620.24 
2018年12月期 470,183 378,696 80.5 4,792.16 

 
（参考）自己資本 2019年12月期 361,144 百万円   2018年12月期 378,619 百万円 
 
＜個別業績の前期実績値との差異理由＞ 
 当社は、パチスロ・パチンコ機の検定に適合した機器の販売を進めて、販売台数が2018年12月期の96,450台から、2019
年12月期は114,463台となり、かつ１タイトルあたりの販売単価が増加したことに加えて、商流の改善も含めた事業効率
の改善により売上原価、販管費の割合が減少し、売上、営業利益が増大しました。 
 一方2018年12月期には連結子会社であるAruze USA社からの受取配当金235,409百万円の計上がありましたが、2019年12
月にはそのような巨額の計上はなかったことから、前期実績値と当期実績値の間に差異が生じております。 
 
※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です 
 
※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等
は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての
注意事項等については、添付資料Ｐ．２「１．経営成績等の概況(１)当期の経営成績の概況」をご覧下さい。 

 


